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1.  平成21年6月期第1四半期の連結業績（平成20年7月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年6月期第1四半期 1,263 △14.4 △151 ― △138 ― △304 ―
20年6月期第1四半期 1,476 28.9 △228 ― △245 ― △252 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年6月期第1四半期 △9.07 ―
20年6月期第1四半期 △13.03 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年6月期第1四半期 10,583 6,046 57.1 180.26
20年6月期 9,776 6,366 65.1 189.80

（参考） 自己資本   21年6月期第1四半期  6,046百万円 20年6月期  6,366百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
21年6月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年6月期（予想） ――― 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成21年6月期の連結業績予想（平成20年7月1日～平成21年6月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  

平成20年7月23日に公表の業績予想を修正し、本日平成20年10月23日に、「特別損失の発生に関するお知らせ」並びに「平成21年６月期業績予想の修正に関するお知
らせ」を別途開示しております。  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 5,000 68.3 170 ― 180 ― 10 ― 0.29
通期 13,000 96.6 290 ― 295 ― 120 ― 3.57

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年7月23日に公表の業績予想を修正し、本日平成20年10月23日に、「特別損失の発生に関するお知らせ」並びに「平成21年６月期業績予想の修正に関するお
知らせ」を別途開示しております。 
２．上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な要因により上記の業績予想数値と異な
る可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、及び上記１に係る業績予想の具体的修正内容は、３ページ
「定性的情報・財務諸表等 ３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年6月期第1四半期  33,784,224株 20年6月期  33,784,224株
② 期末自己株式数 21年6月期第1四半期  241,698株 20年6月期  241,698株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年6月期第1四半期  33,542,526株 20年6月期第1四半期  26,558,919株
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(参考) 個別業績予想 
１.平成 21 年 6 月期の個別業績予想（平成 20 年 7月 1日 ～ 平成 21 年 6月 30 日） 

（％表示は、通期は対前期、第 2 四半期累計期間は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 円    銭

第２四半期累計期間 3,100  204.3 220    - 230    -  60   -  1     78

通期 9,200  209.6 325    - 330    - 170   -  5     06

（注）個別業績予測数値の当四半期における修正の有無 有 
 

※１．平成 20 年 7 月 23 日に公表の業績予想を修正し、本日平成 20 年 10 月 23 日に、「特別損失の発生に

関するお知らせ」並びに「平成 21 年６月期業績予想の修正に関するお知らせ」を別途開示しておりま

す。 

２．上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後の様々な要因により上記の業績予想数値と異なる可能性があります。業績予想の前提

となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、及び上記１に係る業績予想の具体

的修正内容は、３ページ｢定性的情報・財務諸表等 ３．連結業績予想に関する定性的情報｣をご覧くだ

さい。 
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定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

　平成21年６月期第１四半期の売上高は、前年同四半期に比べ２億12百万円減（同14.4%減）の12億63百万円となり

ました。事業別では「真空技術応用製品事業」の売上高が前年同期比３百万円減（同0.4%減）の６億96百万円と、概

ね計画通り推移したものの、「NC工作機械等販売事業」が同２億38百万円減（同32.3%減）の４億98百万円と、世界

的な景気減速による工作機械業界の低迷の影響を受けております。「その他事業」は同29百万円増（同76.6%増）の

67百万円となりました。

　売上原価は、前年同四半期に比べ３億17百万円減（同22.7%減）の10億77百万円となり、売上高原価率は前年同四

半期の94.5%から85.2%に9.3ポイント改善しました。これは前期より取り組んできた設計・調達・生産の改革活動に

よるものであります。その結果、売上原価の減少分が売上のそれを上回り、売上総利益は１億５百万円増（同130.0%

増）の１億85百万円となりました。

　販売費及び一般管理費は、販売管理・開発強化のための要員増等によって前年同四半期に比べ27百万円増（同9.0%

増）の３億37百万円となり、営業損失は77百万円減（同33.7%減）の１億51百万円となりました。

　営業外収益は７百万円増の14百万円、営業外費用は借入金の返済に伴う支払利息の減少等により22百万円減の０百

万円となり、経常損失は１億７百万円減（同43.7%減）の１億38百万円となりました。

　特別損失として、貸倒引当金繰入額等を計上した結果、四半期純損失は３億４百万円となりました。

　

※なお、前年同四半期増減率及び前年同四半期の金額は、参考として記載しております。

２．連結財政状態に関する定性的情報

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ、８億57百万円増の72億10百万円となりました。これは主に、売上債権の減

少があったものの仕掛品が増加したことによるものです。固定資産は、前連結会計年度末に比べ、50百万円減の33億

73百万円となりました。これは主に、減価償却による有形固定資産及び無形固定資産の減少によるものです。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ、11億34百万円増の45億４百万円となりました。これは主に、仕入債務の増

加によるものです。固定負債は、前連結会計年度末に比べ、６百万円減の32百万円となりました。これは主に、退職

給付引当金の減少によるものです。

　純資産は前連結会計年度末に比べ、３億19百万円減の60億46百万円となりました。これは主に、四半期純損失３億

４百万円があったことによるものです。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　今中間期において、世界的な金融危機と原材料価格の急騰等により、世界最大の消費国である米国を始めとする先

進国並びBRICs諸国における景気後退の懸念が増大しましたが、当社が関わっている有機ＥＬ並びに薄膜太陽電池の

製造装置事業におきましては、顧客の購買意欲減退というマイナスの影響も特段現れずに推移しております。当社で

はこのような経営環境下、５期ぶりの黒字化を必達すべく、受注活動の強化に加え、設計・調達・生産の改革活動を

強力に展開してまいりました。

　第２四半期連結累計期間は、売上高につきましては、前期末（平成20年６月30日）時点で72億67百万円の受注残高

を抱えていたため当初予想と変わらないものの、特に大型装置におけるＶＥ設計改革活動と原価低減活動などの成果

によって、売上原価率が当初予想以上に低減する見通しが立ちました。これらの結果、連結の営業利益は当初予想よ

りも１億50百万円改善して１億70百万円に、経常利益は１億65百万円改善して１億80百万円となる見込でありま

す。

当期純利益に関しましては、貸倒引当金繰入額１億57百万円や投資有価証券の評価損などを特別損失として計上する

ものの、上記の営業利益並びに経常利益の大幅改善によって吸収し、当初予想の10百万円となる見込みでありま

す。

　通期は、上記と同様の理由で、連結の営業利益は当初予想よりも１億50百万円改善して２億90百万円、経常利益も

１億65百万円改善して２億95百万円となる見込であります。当期純利益に関しましても、上記理由により、当初予想

の１億20百万円となる見込みであります。 

　なお、詳細につきましては、本日別途開示いたしました「特別損失の発生に関するお知らせ」並びに「平成21年６

月期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。

 

 （注）上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後の様々な要因により上記の業績予想数値と異なる可能性があります。
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４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

１．簡便な会計処理

①たな卸資産の評価方法　

　当第１四半期会計期間末におけるたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し前連結会計年度末の実地

たな卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。また、たな卸資産の簿価切下げに

関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によって

おります。

②固定資産の減価償却費の算定方法　

　固定資産の減価償却費の算定方法は、年度予算に基づく年間償却予定額を期間按分する方法としております。

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法　

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等や一時差異等の発生状況に

著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用しております。

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

会計処理基準に関する事項の変更

１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

２．たな卸資産に関する会計基準の適用　

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、先入先出法および移動平均法または個別法による

原価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会

計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、先入先出法および移動平均法または個別法によ

る原価法（貸借対照表への影響額については収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法）により算定しており

ます。これによる損益への影響はありません。

３．リース取引に関する会計基準等の適用

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理よっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）を当第１四半期連結会計期間から早期適用し、通常の売買取

引に係る会計処理によっております。これにより損益に与える影響はありません。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,658,968 2,030,584

受取手形及び売掛金 977,090 2,072,814

商品 138,971 122,846

原材料及び貯蔵品 14,930 22,029

仕掛品 4,202,182 1,900,530

その他 228,243 204,849

貸倒引当金 △10,190 △928

流動資産合計 7,210,198 6,352,726

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,904,580 1,934,499

土地 892,320 892,320

その他（純額） 209,651 224,905

有形固定資産合計 3,006,553 3,051,725

無形固定資産   

ソフトウエア 78,111 89,042

その他 11,477 11,738

無形固定資産合計 89,588 100,780

投資その他の資産 277,067 270,966

固定資産合計 3,373,209 3,423,472

資産合計 10,583,407 9,776,199

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,365,963 2,066,327

短期借入金 50,000 130,000

前受金 849,843 845,571

賞与引当金 45,941 －

その他 192,283 328,064

流動負債合計 4,504,031 3,369,963

固定負債   

繰延税金負債 － 3,767

退職給付引当金 17,131 22,950

役員退職慰労引当金 15,828 13,092

その他 23 41

固定負債合計 32,983 39,852

負債合計 4,537,014 3,409,815

トッキ㈱（9813）平成21年6月期第１四半期財務・業績の概況

5



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,572,646 6,572,646

資本剰余金 4,697,561 4,697,561

利益剰余金 △5,019,639 △4,715,129

自己株式 △197,271 △197,271

株主資本合計 6,053,296 6,357,806

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △6,903 8,576

評価・換算差額等合計 △6,903 8,576

純資産合計 6,046,393 6,366,383

負債純資産合計 10,583,407 9,776,199
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 1,263,150

売上原価 1,077,237

売上総利益 185,913

販売費及び一般管理費 337,651

営業損失（△） △151,738

営業外収益  

受取利息 3,483

受取配当金 16

仕入割引 763

投資事業組合運用益 5,800

その他 4,001

営業外収益合計 14,065

営業外費用  

支払利息 78

その他 470

営業外費用合計 549

経常損失（△） △138,222

特別損失  

固定資産除却損 194

投資有価証券評価損 6,700

貸倒引当金繰入額 157,466

特別損失合計 164,360

税金等調整前四半期純損失（△） △302,583

法人税、住民税及び事業税 1,927

法人税等合計 1,927

四半期純損失（△） △304,510
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △302,583

減価償却費 63,465

貸倒引当金の増減額（△は減少） 166,736

受注損失引当金の増減額（△は減少） △17,711

賞与引当金の増減額（△は減少） 45,941

退職給付引当金の増減額（△は減少） △5,818

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,735

受取利息及び受取配当金 △3,483

支払利息 78

固定資産除却損 174

投資有価証券評価損益（△は益） 6,700

保険解約損益（△は益） △863

売上債権の増減額（△は増加） 1,095,723

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,310,679

未収消費税等の増減額（△は増加） △31,224

仕入債務の増減額（△は減少） 1,299,635

その他 △297,689

小計 △288,861

利息及び配当金の受取額 3,540

利息の支払額 △208

法人税等の支払額 △6,917

営業活動によるキャッシュ・フロー △292,447

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △6,429

投資有価証券の取得による支出 △1,598

保険積立金の積立による支出 △662

保険積立金の解約による収入 8,845

その他 676

投資活動によるキャッシュ・フロー 831

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △80,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △80,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △371,616

現金及び現金同等物の期首残高 2,030,584

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,658,968
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　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い

四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当社グループは、前々連結会計年度（第40期）におい

て、売上高については、7,194,979千円と前年同期に比べ

6,605,297千円の大幅減となり、2,238,311千円の営業損

失、2,347,104千円の経常損失及び4,776,593千円の当期

純損失と重要な損失を計上いたしました。また、前連結

会計年度（第41期）においては、750,164千円の営業損失、

799,728千円の経常損失及び656,754千円の当期純損失を

計上いたしました。さらに、当第１四半期連結会計期間

においては、151,738千円の営業損失、138,222千円の経

常損失及び304,510千円の四半期純損失を計上しておりま

す。そのため、継続企業の前提に関する重要な疑義が存

在しております。

当該状況を解消すべく、当社は営業利益の早期黒字化

を実現するために、事業の安定化と継続的な収益の確保、

並びに事業力の抜本的向上のための経営改革を推し進め

てまいります。

その内容は以下の通りであります。

①　事業の多角的推進

　当社は、有機ＥＬディスプレイ製造装置事業を中

核としてまいりましたが、第二の柱として実用化に

入った薄膜太陽電池製造装置事業及び電子部品製造

装置事業の拡充、フィールドサービスの強化等を通

じて、事業を多角的に推進してまいります。

②  製品競争力の強化

　当社とキヤノングループの持つ技術・生産ノウハ

ウの有機的結合により、コストダウンを推進し製品

力を強化いたします。さらに、生産効率の改善とリ

スク管理を強化して、受注から検収までのリードタ

イムの短縮を推進してまいります。
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当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

③　経営体制の強化

　キヤノングループとの人事交流等を図り、生産・

開発・管理面においての経営体質の強化を推進して

まいります。 

④　技術力の強化

　研究開発投資により差別化技術を強化いたします。

出荷完成度の向上やコストダウン目標を達成する設

計改革を推進いたします。

四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成され

ており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務

諸表には反映しておりません。

（５）セグメント情報

ａ．事業の種類別セグメント情報

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

真空技術応
用製品事業
（千円）

ＮＣ工作機
械等販売事
業（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 696,839 498,969 67,342 1,263,150 － 1,263,150

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 1,166 － 1,166 △1,166 －

計 696,839 500,135 67,342 1,264,317 △1,166 1,263,150

営業損失（△） △108,354 △37,379 △6,004 △151,738 － △151,738

ｂ．所在地別セグメント情報

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

ｃ．海外売上高

当第１四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

アジア ヨーロッパ 北米 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 309,364 3,540 123,503 436,407

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 1,263,150

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
24.4 0.2 9.7 34.5

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。
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６．その他の情報

　①受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

真空技術応用製品事業 1,513,658 230.1 7,390,928 508.2

ＮＣ工作機械等販売事業 590,960 69.4 710,195 112.7

その他事業 111,323 178.9 118,874 226.7

合計 2,215,942 141.1 8,219,998 384.7

「参考資料」

前四半期に係る財務諸表等

（１）（要約）四半期連結損益計算書

科目

前年同四半期
（平成20年６月期
第１四半期）

金額（千円）

Ⅰ　売上高 1,476,011

Ⅱ　売上原価 1,395,195

売上総利益 80,816

Ⅲ　販売費及び一般管理費 309,743

営業損失 228,926

Ⅳ　営業外収益 6,571

Ⅴ　営業外費用 23,260

経常損失 245,616

Ⅵ　特別利益 －

Ⅶ　特別損失 －

税金等調整前四半期純損失 245,616

税金費用 6,564

四半期純損失 252,180
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前年同四半期
（平成20年６月期
第１四半期）

区分 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッ
シュ・フロー

 

税金等調整前四半期純損失
　

△245,616

減価償却費　 64,743

貸倒引当金の増減額(△は
減少)　

2,291

役員退職慰労引当金の増減
額(△は減少)　

1,954

受取利息及び配当金　 △109

支払利息　 22,586

売上債権の増減額(△は増
加)　

301,950

たな卸資産の増減額(△は
増加)　

△192,966

未収消費税等の増減額(△
は減少)　

33,865

仕入債務の増減額(△は減
少)　

△221,798

未払消費税等の増減額(△
は減少)　

12,201

その他　 △12,166

小計 △233,065

利息及び配当金の受取額 78

利息の支払額　 △31,572

法人税等の支払額　 △37,939

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

△302,499

Ⅱ　投資活動によるキャッ
シュ・フロー

 

有形固定資産の取得による
支出　

△6,829

投資有価証券の取得による
支出　

△1,491

その他　 △9,968

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

△18,289
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前年同四半期
（平成20年６月期
第１四半期）

区分 金額（千円）

Ⅲ　財務活動によるキャッ
シュ・フロー

 

短期借入金の純増減額（△
は減少）　

△110,000

長期借入金の返済による支
出　

△194,595

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

△304,595

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る
換算差額

－

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加
額（△は減少）

△625,383

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首
残高

2,649,094

Ⅶ　現金及び現金同等物の四半
期末残高

2,023,711
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（３）セグメント情報

ａ．事業の種類別セグメント情報

前年同四半期（平成20年６月期第１四半期）

真空技術応
用製品事業
（千円）

ＮＣ工作機
械等販売事
業（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 700,010 737,871 38,129 1,476,011 － 1,476,011

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 3,382 － 3,382 △3,382 －

計 700,010 741,254 38,129 1,479,394 △3,382 1,476,011

営業損失（△） △209,409 △13,439 △6,077 △228,926 － △228,926

ｂ．所在地別セグメント情報

前年同四半期（平成20年６月期第１四半期）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

ｃ．海外売上高

前年同四半期（平成20年６月期第１四半期）

アジア ヨーロッパ 北米 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 461,645 4,083 585 466,314

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 1,476,011

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
31.2 0.2 0.0 31.5
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